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質問回答書 

令和６年５月２０日 

 

「令和６年度ふくしま医師移住定住促進事業委託公募型企画プロポーザル」に関する質問について、下

記のとおり回答します。 

質問 回答 

■仕様書４ 

・ドクターバンクの求人情報の最終確認時期は 

いつか。また、最新情報への更新タイミング 

はいつで、どのように行っているか。 

・現在のドクターバンク登録医師は何名か。 
 

 

・情報は随時更新しております。変更・追加・削

除がある場合は医療機関より都度連絡をもらう

フローとなっております。 

・就業実績者を除くと現在は約２０名が登録して

おります。 

■仕様書５ 

・目標成約数の根拠は何か。 

 

・広くアプローチした結果、福島への移住希望者 

２０名程度が現地訪問を行う想定をしており、 

そのうち半数の１０名程度の成約を見込んでお 

ります。なお成約とは常勤（原則週５勤務）だ 

けではなく、非常勤（週１勤務）でも１名とカ 

ウントしております。 

■仕様書５（１） 

・求人情報の対応は県が行うと記載があるが、条 

件交渉は可能か。また、可能な場合、受託者が 

直接行うことも可能か。 

 

・県と協議の上、内容によっては可能です。 

■仕様書５（１） 

・「求人情報については県が行う」とありますが、

県で行う求人情報のやり取りとは、どういった

ことを想定されておりますでしょうか。例えば、

求職者に提示する求人は県が判断されたり、求

人内容の条件交渉なども対応されたりするとい

うことでしょうか。 

 

・医療機関側からの求人情報の新規登録や、既に

登録している求人情報の変更・追加・削除など

の問い合わせ対応等は県が行うことを想定して

おり、本事業では新規求職者の発掘、求人情報

とのマッチングを中心に行っていただくことと

なります。 

また、求職者に提示する条件等について基本的

には県が都度判断するようなことはないと想定

しております。 
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■仕様書５（２）イ 

・施設見学の際、旅費支給の対象は医師本人のみ

か。 

 

・必要であれば本人とその家族への支給も可能で 

 す。 

■仕様書５（２）ウ 

・想定している展示会があるのか、展示会の選定

も受託者が行う想定か。また、展示会の出展者

は、福島県ではなく受託者とし、出展費用等も 

当該事業費から捻出するという認識かどうか。 

 

・展示会の選定は受託者が行う想定です。 

 出展費用も、当該事業費より捻出を想定してお

ります。なお、出展する展示会については民間

主体の見本市や合同説明会、また、自治体主体

の移住フェアなど、効果が図れるものであれば

種別は問いません。 

■仕様書５（２）ウ 

・こちらの業務は実施必須でしょうか。本業務で

期待するアウトカムが別の提案（本業務以外）

でも代替できそうな場合、別提案を行っても良

いのでしょうか。 

・展示会とはどのようなターゲットが参加する、

どういったもの（EXPO、学会、合同説明会等）を

想定されていますでしょうか。 

・展示会自体の選定や費用調整、参加手続きは委

託内容に含まれる（参加者名は委託先、表示板

はドクターバンクふくしま等となる）認識でよ

ろしいでしょうか。 

 

・必須となります。なお、本業務は一度に全国の

多くの医師へアプローチすることを目的として

おりますが、より効果的な代替案などがあれば

別提案いただくことも可能です。 

・出展する展示会については民間主体の見本市や

合同説明会、また、自治体主体の移住フェアな

ど、効果が図れるものであれば種別は問いませ

ん。 

・実際に出展する場合には県と協議が必要です

が、概ねお見込みのとおりです。 

■仕様書５（３） 

・コンサルティングを行う対象は市町村等で、包

括的に支援するのか。または、その市町村に属

する個別医療機関各々を支援するのか。 

 

・コンサルティングを行う対象は個別の医療機関

ではなく市町村単位であり、包括的に支援する

ことを想定しております。 

■仕様書５（３） 

・対象が「市町村等」となっていますが、相手方の

具体的な対応者は、市町村単位の行政担当者も

しくは病院単位の担当者のどちらを想定されて

いますか？一求人単位での改善提案であれば後

者可と思いますが、こちらを実施される目的を

教えて下さい。 また、上記を踏まえてどの範囲

で「公募」を行うのかについてもご教示いただ

きたいです。 

 

・本業務は特に医師不足や後継者がいない等の課

題を抱えている医療機関の支援を想定しており

ます。公募・支援対象は県内の市町村単位とな

りますが、上記の考えから、実質は求人単位で

の改善提案になることを想定しております。 
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以上 

■仕様書５（４） 

・医療時事雑誌やメルマガに掲載する記事内容

は、県からの支給かどうか 

 

・県と協議の上とはなりますが、支給する場合も 

想定しております。 

■仕様書５（４）ア 

・雑誌への PR 掲載は必須業務でしょうか。本業務

で期待するアウトカムが別の提案（本業務以外）

でも代替できそうな場合、別提案を行っても良

いのでしょうか。 

 

 

・２紙以上の掲載が必須となります。なお、本業

務は医師が目にすることが多い誌面を活用する

ことで求人情報への問い合わせにつなげること

を目的としておりますが、より効果的な代替案

などがあれば別提案いただくことも可能です。 

■仕様書５（４）イ 

・本事業はドクターバンク事業自体を委託される

性質上、貴県のドクターバンク会員（福島県へ

の就業可能性がある医師）に対する配信やアプ

ローチ（個人情報を受け取り、取り扱う）も可

能と考えておりますが、認識に相違ございませ

んでしょうか。また、貴県ドクターバンクの現

会員数をご教示いただけますでしょうか。 

 

・お見込みのとおりです。就業実績者を除くと現

在は約２０名が登録しております。 

■仕様書５（６） 

・県で想定されている具体的な連携イメージをお

持ちであれば、ご教示ください。成約した医師

ごとに必要としたい制度などは異なると思いま

すが、最初の窓口は県ご担当者様からお繋ぎい

ただくイメージでよろしいでしょうか。 

 

・例えば本事業で成約が決まった後、居住地や移

住に関する補助金等の相談があった場合、つな

いでいただくことを想定しており、最初の窓口

は県からお繋ぎさせていただきます。 

  


